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平成 25年度第 83回全日本 9人制バレーボール総合男子選手権大会が、

大阪府の大阪市中央体育館にて平成 26年 1月 24日 から 27日 の日程で

各県代表 60チームにより開催され、中部徳洲1会病院バレーボールチーム

(沖縄県代表)が出場しました。
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今大会は 1日 目の予選、2日 目の 2、 3回戦も順調に勝利 しベス ト8進出。最終日の準々決勝は JFE西 日本 (広 島県)

準決勝は三好循環器 EKG(大分県)を 2-Oのス トレー トで下 し、3年連続の決勝進出をしました。

決勝戦のオロ手は過去 2年連続決勝で取れている、地元住友電工 (大 lFR府 )と の対戦となりました.第 ]セ ットは序

盤からサープで相手を崩 し、そのよまヘースをつかみ 2]対 ]3で先取。■ 2セ ットはlE手 の指 り強いフレーに押され
てしまい 19対 21で奪われました。最終第3セ ットでは気合を入れ直し、序盤から攻撃が次々と決まり流れをヨき寄せ

しかし終盤に住友電工に粘りをみせられる場面もありましたが 最後はセンター攻撃が決まり 21対 ]7でセットを言

取しセットカウン ト2対 lで優勝を決めました。 (全国大会通算 2]回 目)

これで、年間に全国大会が 3回 あり平成 25年度は 7月全日本実業団優勝、 12月 全日本実業団選抜優勝、1月 全日

本総合優勝。
パ レー部の目標としてきた、三冠 (グランドスラム)を ようやく達成する事ができました。これも 今まで支えてき

てもらった方々のおかげだと感謝 しております。応l― をしてくださいましたみなさま本当に有難う rl座いました。
これからも頑張って参 りますので 今後ともこ声l― 宜しくお願いします。
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一お
は
ぎ
」
と

「ば
た
も
ら
」
、
み
な
さ
ん
は
ど
ら
ら

で
し
ょ
う
？
　
私
の
子
供
時
代
、
実
衆
で
は
な
も
秋
も

区
別
な
く

「お
は
ぎ
」
で
し
た
，

芝
居
が
好
き
に
な

っ
て
泉
鏡
花
の
戯
苗
に
よ
塗

い
、

『夜
又
ヶ
池
」
で

「牡
斗
餅
の
化
け
た
話
」
を
聞

い
て
も
、

「そ
う
い
え
ば
冊
か
ぃ
ぃ
な
静
と
い■
諾
が
あ
る
け
ど
、

は
た
餅

っ
て
、
あ
ん
こ
餅
？
」
く
ら

い
の
認
識
し
か
、

当
時
の
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
長
じ
て
和
葉
子

お

は
ぎ

と
ぼ

た
も

ち

屋

（東
京
で
す
）
で
十
年
男
性
が

「ば
た
も
ら
な
ん
て

問

い
た
こ
と
が
な

い
」
と
ｔ
巻

い
て

い
る
の
を
み
て
、

「な
に
も
、
そ
れ
く
ら

い
の
こ
と
で
し
き
に
な
る
こ
と
は

な

い
け
ど
、
ば
た
も
ら
を
知
ら
な
か

っ
た
の
は
私
だ
け

で
は
な
か

っ
た

一
と
少
し
失
た
し
た
も
の
で
す
。

調
べ
て
み
る
と
、　
い
ろ

い
ろ
な
説
が
あ
る
よ
う
で
す

ね
。
「ど
ち
ら
も
襦
米
と
救
米
を
混
ぜ
て
炊
き
、
重
度
に

潰
し
て
た
め
た
も
の
を
小
ユ
館
で
包
ん
だ
”
葉
子
」
で
、

未
は

「牡
丹
餅
」
、
秋
は

「御
萩
」
と
呼
び
分
け
て
い
る
、

と
い
う
解
釈
が

一
般
的
な
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
牡
丹
は
大
き
く
た

い
花
、
荻
は
小
さ
く
細

長

い
花
な
の
で
、
「
ぼ
た
も
ら
」
は
大
き
わ
で
え
く
、

「お
は
ぎ
」
は
小
ぶ
り
で
俵
型
に
作
る
と
云

い
、
あ
る
い

は
、
と
れ
た
て
の
小
豆
が
使
え
る
秋
は
皮
ご
と
使

っ
た

粒
鶴
に
、
冬
を
通
し
た
な
は
堅
く
な

っ
た
皮
を
晨

っ
て

漉
餡
に
し
て
使

っ
た
こ
と
か
ら
、
「ぼ
た
も
ら
」
は
沈
館
、

「お
は
ぎ
」
は
粒
館
を
使
う
と
も
云

い
ま
す
。

他
に
も
濡
米
を
■
と
す
る
も
の
が

「ぼ
た
も
ち
」
で
、

楔
米
を
主
と
す
る
も
の
ヶ
二

お
は
ど
」
と
呼
ん
だ
り
、

小
豆
館
を

「ば
た
も
ら
」
、
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
た
も
の
を

「
お
は
ぎ
」
、
ま
た
は
、
餅
状
に
漬
し
た
も
の
を

「
は
た

も
ち

一
と
呼
び
、
米
粒
の
状
定
が
残

っ
て

い
る
も
の
を

「お
は
ぎ

一
と
呼
ん
だ
り
、
さ
ら
に
は

「ぼ
た
も
ち
」
は

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
由
来
し
て
、
一お
は
ぎ

‐
は
女
房

詞

（女
性
言
葉
）
と
す
る
説
も
あ
り
ま
し
た
。

最
■
は
め
っ
き
り
足
が
二
の
い
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

数
年
前
ま
で
は
よ
く
京
都
を
訪
ね
て
寺
社
を
■

っ
た
り

し
＾
．も
の
で
し
だ
．
清
水
十
の
■
く
、
二
年
坂
で
し
た

か
、
偶
然
重
り
か
か

っ
た
廿
味
果
で
、
た
し
か

「
二
色

荻
乃
餅
」
と
云

っ
た
と
足

い
ま
す
が
、
粒
館
、
漉
館
、

自
餡

（本
節
限
定
だ

っ
た
よ
う
で
す
ね
）
の
お
は
ぎ
の

セ
ッ
ト
を
癸
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
、

自
館
お
は
ぎ
を
交
べ
た
く
な

っ
て
来
ま
し
´
．

萩

（写
真
上
／
埼
玉
県
日
高
市
　
一呂
旋
郷
青
民
家
に
て
／
平
成
２
年
９
月
∞
日
撮
影
一

牡
丹

（写
真
下
／
埼
玉
県
来
松
山
市
　
東
松
山
ば
た
ん
国
に
て
／
平
成
２
年
５
月
２
日
撮
影
）
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高
齢
者
に
高
い
感
染
率

結
核
は
２
０
１
１
年

（平
成
２３
年
）
に
は
全
国
で
約

２
万
２
７
０
０
人
が
新
た
に
報
告
さ
れ
て
い
て
、
す
で

に
」―
内
の
感
染
孝
は
２
０
０
０
万
人
に
も
達
し
て
い
る

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
高
齢
者
の
感
染
率
は
高
く
、

７０
歳
代
で
約
５０
％
、
Ю
歳
代
で
は
約
７０
％
の
人
が
感
染

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
感
染
率
が
高

い
理
由
は
、
戦
前
か
ら
戦
後

間
も
な
く
、
国
内
で
結
核
が
大
流
行
し
た
時
代
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
青
年
期
だ

っ
た
人
た
ち
が
当
時
、

知
ら
な
い
う
ち
に
感
染
し
て
し
ま

っ
て
い
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
結
核
に
感
染
し
た
人
の

う
ち
実
際
に
発
病
す
る
の
は
１
～
２
制
ほ
ど
で
、
多
く

の
人
は
生
江
発
病
し
ま
せ
ん
。
結
核
菌
は
５。
年
、
∞
年

と
感
染
者
の
体
内
で
潜
伏
を
続
け
て
い
て
、
加
齢
な
ど

で
抵
抗
力
が
落
ち
た
と
き
に
発
病
す
る
例
が
多

い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
　

方
で
、

２０
歳
代
で
も
約
２５
％
の
人
が

感
染
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
結
核
は
決
し
て

過
去
の
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

か
ぜ
に
似
た
症
状

結
核
の
初
期
症
状
は
咳
や
痰
、
微
熱
、
体
の
だ
る
さ

な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
か
ぜ
に
似
て
い
る
た
め
軽
く

み
ら
れ
、
見
逃
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

咳
や
痰
が
２
週
間
以
Ｌ
続
く
場
合
に
は
、
必
ず
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

「最
近
、
健
康
診
断

を
受
け
て
い
な
い
」
「胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
企
を
受
け
て

い
な
い
」
「家
族
や
友
人
、
身
の
周
り
に
結
核
忠
者
が
認

め
ら
れ
た
」
と
い
う
場
合
に
は
、
受
診
の
際
に
医
師
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。

|]つ DDつ 9■■0つ つつ00■〕〕

1今 月 の僣 集

明治時代から昭和20年代にかけて、結核は「国民病」あるいは「亡国病」と呼ばれるほ

ど国内に蔓延して恐れられていましたが、国を挙げての予防や治療の成果があつて、死亡

率は往時の100分の1以下に激減しました。そのため、もはや「結核は過去の病気」と思つ

ている人も多いのではないでしょうか。

しかし2011年の日本の結核罹憲率 (人口10万人あたりの新登録結核患者数)は 177で、

世界的にみると「中蔓延国」にあたり、アメリカの43倍、カナダの38倍に相当しています。

本人だけでなく、家族や周囲の人への感染を広げないためにも、早期発見・早期治療が重

要となります。

など

□ 咳や痰が 2週間以上続く

微熱が続く

体がだるい

寝汗をかく

胸が痛む

息切れがする

体重が減る

食欲がない など

【感染の有無】ツベルクリン反応検査
血液検査(QFT検査)など

【発病の有無】胸部エックス線検査
喀痰検査

【抗結核薬による薬物療法】

複数の薬を組み合わせて服用する。

周囲の人に感染させる恐れのある場合

は入院治療となる。

□

□

□

□

□

□

□

中でも咳や痰が2週間以上続く場合は、必ず医療機関を受診して検査を受けて下さしヽ。

ひどくなると血の混じつた痰が出はじめ、呼吸困難に陥つて死に至ることもあります。
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結
核
の
検
査
こ
治
療

結
核
に
感
染
し
た
か
ど
う
か
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
、
血
液
検
査

（Ｑ
Ｆ
Ｔ
検
査
）
な
ど
で
診
断
で
き

ま
す
。

発病した人の咳やくしゃみ→結核菌を含んだ飛沫が飛び散る

飛沫の水分が空中で蒸発 →菌が空中に漂つている

※密閉された空間では患者から排出されて空中に浮いた結核

菌は2～3時間は漂っている。

←婆
↓   ↓

通常は  菌が
排出 肺の奥に
される 定着する

0   ↓

感染  感染
し「Jい

今nの急いなる日語 [ミこ多到

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
は
結
核
菌
の
持

つ
タ
ン
パ
ク
質
を

粘
製
し
た
も
の
で
す
。
結
核
苗
が
体
内
に
入
る
と
こ
の

タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
抗
体
が
で
き
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
液
を

皮
内
注
射
し
て
お
時
間

（
２
日
）
後
に
皮
膚
の
状
態
を

見
て
、
判
定
し
ま
す
。

た
だ
し
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
も

あ

っ
て
判
断
し
に
く
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

↓
発病
↓

治療が必要

※進行に伴つて結核菌が排菌され、
排菌量が増えると他人に感染させ
るようになる。

結核菌が体内にあっても特に悪い

影響を与えていない状態

↓

発病 しlJい

↓

他人への感染性は「Jい
※感染して 6ヶ 月～ 2年までに発病
する例が多いが、実際に発病する
のは感染者の1～ 2割程度。一生
発病しない人もいる。

排菌

耐性菌

保菌者が病原体を体外にJI出すること。結核の場合は、発病した人の咳や

くしゃみの飛沫に混じつて空中に排出される。

治療薬に対して抵抗力を持つた細菌のこと。細菌による感染症に対して

抗生剤を使い過ぎると細菌が抵抗力を持ち、抗生剤が効きにくくなる。

6
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一ヽｒ
一（

社
Ｊの月，一フ

．

ふだんから栄養バランスのよい食事、充分な睡眠、

適度な運動を心がけて、免疫力を維持しましよう。

定期的に健康診断を受けましょう。

成人の場合、結核に限らず様々な疾患の早期発見の

ためにも、胸部エックス線検査を 1年に 1回は必ず

受けましょう。職場や学校などで健診の機会がない

場合は、住まいの自治体に問い合わせて下さい。

カゼのような症状が長く続くときには早めに病院を

受診しましよう。

他人への感染を防ぐためにも早期発見 早期治療が

重要です。

BCCは安全な予防接種として世界で広く用いられて

います。

BCG接種で結核の感染を防ぐことは出来ませんが、

特に乳幼児が感染した場合には重症化するのを予防

する効果が期

`寺

できます。

孝L幼児は抵抗力が弱く、結核菌に感染すると髄膜炎

や粟粒結核などの重症になりやすく、生命の危険に

至ることがあります。現在では予防接種法により、

生後6ヶ 月未満の7L幼児はツベルクリン反応検査を

行なわずにBCGを接種できるようになつています。

なお、生後 6ヶ月未満の季L幼児は費用は自治体等の

負担で接種できます。

咳やくしゃみをするときは、マスクやテイツシユを

回と鼻に当てて、周りの人に飛沫がかからないよう

注意しましよう。

オ
`ぞ奎
を
そ
け
”
よ

―
に

ょ

う

7

咳
ヤ
項
が
２
４
間
以
上
え
く
場
合
は

Ｑ
Ｆ
Ｔ
検
査
は
、
採
血
し
た
１１１
腋
中
の
白
血
球

（
Ｔ

リ
ン
パ
球
）
の
反
応
を
用
い
て
検
査
す
る
方
法
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
影
料
を
受
け
な
い
た
め
に
、
近
年

で
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
に
代
わ

っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

発
病
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

検
査
で
肺
に
病
巣
が
あ
る
か
、
喀
痰
検
査
で
痰
の
中
に

結
核
菌
が
排
出
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
で
診
断
さ
れ
ま
す
。

結
核
の
治
療
は
、
薬
物
療
法
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

排
苗
が
な
け
れ
ば
通
院
で
、
抗
結
核
薬
を
６
ヶ
月
以
上

服
，Ｈ
し
ま
す
。
排
苗
が
あ

っ
て
用
四
の
人
に
も
感
染
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
排
菌
状
態
を
確
認
し
な

が
ら
１
～
２
ヶ
月
ほ
ど
の
人
院
と
な
り
ま
す
が
、　
一
般

的
に
薬
を
飲
み
始
め
て
２
週
間
は
ど
で
、
人

へ
の
感
染

力
は
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
業
は
症
状
が
消
え
た
後
も
長
期
間
の
服
川
が

必
要
で
す
。
指
示
さ
れ
た
通
り
に
規
則
的
に
服
用
し
な

い
と
、
薬
が
効
か
な
い
耐
性
菌
が
出
現
す
る
原
因
に
も

な
り
、
周
囲
の
人
に
も
耐
性
菌
を
感
染
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
薬
は
医
師
や
薬
剤
師
の
指
示
に
従

っ
て
、

必
ず
き
ち
ん
と
飲
み
続
け
て
下
さ
い
。
結
核
市
が
業
に

耐
性
を
持

っ
て
し
ま
う
と
、
通
常
よ
り
多
く
の
楽
を
、

さ
ら
に
長
期
間
に
わ
た

っ
て
服
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
外
科
的
に
病
巣
を
切
除
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

結
核
は
早
期
に
発
見
さ
れ
て
適
切
な
治
療
を
受
け
れ

ば
治
る
病
気
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
予
助
を
こ
こ
ろ
が
け
、

咳
や
痰
の
症
状
が
続
く
場
合
に
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
企

設
備
の
あ
る
内
科
や
呼
吸
器
科
を
受
診
し
て
、
■
め
に

検
杢
を
受
け
し
ま
し
ょ
う
。



応彗
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．当
一 動物に咬まれたら

狂大病の心配
犬に咬まれると狂大病か心配されます.狂大病は殆どすべての

哺乳類に感染 して 発症するとi00%死に至る病気です。我が国

では昭和32年以降の発生例は報告されていませんか それでも

狂大病の流行 している国を旅行中に犬に咬まれて 帰回後に発症

した例はあります。狂犬病の流行している国で犬などに咬まれた

場合は、できるだけ早く医療機関でワクチンを接種して下さい。

なお、狂犬病ウイルスは大だけでなく 猫やll、 狼、スカンク

などによっても感染 します。

手
咬倉1(動物に咬まれた傷)の

一般的な手当

1)小 さな傷でも石鹸を使つて

流水でよく洗う 1,の Plり も、

|IT液 が付蒼している可能性の

ある部分は
「

■に洗い流す。

2)清 irな カーセを当てて包帯

する

3)咬倉」は化膿しやすいうえ、

咬んだIl物 が力ヽ気によ染して

いる場合も

あるので、

たとえ CF
小さな傷でも

必す医師の

診療を受ける

【犬に咬まれた傷l

深い1,カツ|1来 、崚み殺された

l・lも あります.● : ■の′じ、百」の

ほかにも、抗生物
'iに

よるイ,If〔

やmtri注均寸を必要とする場合も

あります。なお、崚傷 Ji故 力ヽL
きた場合は、nlい |は保健所に

lJけ ||る 氏務があります。

I猫に咬まれた傷 l

猫に咬まれたりひっかかれた

りした数 から及週「1後、傷 l

の用 ,1か 赤紫色にt起 したり、

リンパllに llみ やル「れ、発熱が

みらイしることがあります.

こオιは
'IF■

といって、傷が

口rびルlれ Lか り、気符え炎など

を,「 発して死に至る場合もあり

ます。また以 llに もitに 咬まれ

たことがある場イ)に は、咬まれ

て30分以内に , I●  ■|
―  を起こす可能性もあり

ます.そ の」/Jイ)は大至急、救急

11を 呼んで ドさぃ。

リスクがありますので、医師の

診療を必ず受けましょう。

こオιは、 1: ,と いう

感染,「 で、夏から初冬に力■ナて

多く発■します.

I鼠 に咬まれた傷】

it(ペ ットのハ′、スターなど

を含む解オ11)|こ 咬まれたりひ

っかかれたりした場イ)5日 か

ら2週 F‖ 後に急な発熱や頭l llを

発,1:す ることがあります.,

わ

一

医薬品は有効性と安全性のパ

ランスの上に成り立っていると

いう性質上、使用にあたり万全

の注意を払つてしヽても副作用の

発生を必ずしも防げるとは限り

ません。医薬品 (病 医院で投薬

さlnた もの、薬局で購入したも

のも含む)を適正に使用したに

もかかわらす 副作用による一

定の健康被害が生じた場合は

蟄の安繁延身?ぐ電IP

医薬品副作用救済市」度 口
´

1‐
`

独立行政法人医薬品医療機器総

合l■構により、法律に基づいて

公的に医療費などの給付が行tJ

われ 被害者の救済がはからll

ます。請求できる給付の種類は

医療費 医療手当 障害年金、

遺族年金、葬祭料などがあり

請求の期限や請求できる人が定

められています。ただしあくま

で適正に使用した場合の制度で

すので、不適正な使用や医薬品

会社による損害賠償か明らかな

場合などは対象になりません。

請求は健康被害を受けた本人

または遺族が医薬品医療機器総

合ll■構(PMDA)に対して直接請

求し 厚生労働大臣により支給

の可否が半J定されます。請求の

際には医師の診断書などの書類

が Ll要になりますので、かかり

つけ医などに相談して下さい。

1副作用救済給付制度問合せ先 l

電話 :0120149931
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川
「

まぐろ赤身 (刺 じ身用柵)

…   200g
セロリ……………………80g
玉ねぎ   …  … 1/4個

寺 、

桐生 宮佳

輪
珍
輪
珍
珍
輪

今月の一言 【物事が動き出す変化の季節、開運へと動きますように。】

珍
珍
⑮
饂
珍
珍

交際運 誘わllた ら積極的に参加すると吉。
金 運 冒険的な出費も今なら運気良好です。
全体運 実りの多い達成の時期.

☆紅茶 ★ 3月 6日

交際運 周囲を巻き込んだ付さ合いを始めて吉.

金 運 急な出資に備えて貯言を.

全体運 自分から変化を起こすことで開運に。
☆腕時計 ☆ 3月 10日

交際運 周りの意見を受け入れて行動すれば吉。
金 運 普段触llない所を掃除すると運気上昇.

全体運 意識的にリラックスする時間を作つて。
☆長財布 ★ 3月 16日

交際運 感1青 が表に出やすいので気をつけて。
金 運 交流関係から大きな収入に結びつきそう.

全体運 趣味など こまめにス トレス発散を。
☆メガネ拭き ★ 3月 21日

交際運 対人運が上昇。つきあいを大切に。
金 運 臨時収入があつても節約を。
全体運 普段と違う行動で運気上昇へ。

☆日本茶 ☆ 3月 2日

交際運 人脈が築ける絶好調期。
金 運 お祝いの出責が増えそうです。
全体運 受身で流れに身を任せることが吉。

☆和菓子 ☆ 3月 14日

まぐろのみそマヨネーズ和え
`黙

あたり 126 kca

/筑 」鰤 高 身とトロい う細 誌 って大きく変わりま

〕軍『畠[畠花撃:Iち ;多F8T量じ翼ll(霜言展ξま絆al
〕写:書輩露:5露:ジ』:県麗見懲糧モ〕『

の部分は副訪ですが、

0[み そ (あれば淡色)大
さじ ll′2 マヨネーズ 大

きじ ll′2 砂糖 小さじ2
酢 小さじ1]

酒、塩 ―…  … 各適童

まぐろは15cm幅の棒状に切り、塩と酒を入れた熱湯の中

をサッと通してから氷水にとり 水気をふいて15om角に

切る。

セロリは筋をとって15cm角 に切る。玉ねぎは薄切りにし

て塩少々を振り しんなりしたら水気を絞る。

◇を混ぜ合わせみそマヨネーズをつくり、 と を混ぜて

和える。

交際運 気配りを欠かさなければ吉。
金 運 年収アップの期待。いい買しヽ物ができそう.

全体運 精神的にも落ち着ける安定の時期.

☆帽子 ☆ 3月 3日

交際運 注意力散漫で信頼を失いそう.気をつけて,

金 運 大きtJ増収はなし」すれど経済的には安定.

全体運 結論を急がず、誰わЧこ相談して.

☆豆腐料理 ☆ 3月 30日

交際運 相手の良い面を見る努力が不可欠です.

金 運 衝動護 こヽ走りがち.一度落ち着いて.

全体運 身近に大きな変化が.決断が必要なM.
☆スマー トフォン ☆ 3月 22日

交際運 投げやりな言葉は慎みましょう。
金 運 増やすことより現状維持を心わЧナて.

全体運 予期せぬ トラブルに注意。
☆絵葉書 ☆ 3月 27日

交際運 感調1の気持ちを伝えることも大切です。
金 運 プチ贅沢をすることで流llは変わります。
全体運 身動きが取れす上手くいかtJく ても焦らすに。

☆肉料理 ☆ 3月 ll日

交際運 神経質になりがち。のんびりかまえて.

金 運 増1又は見込めlJいので浪費を防ぐのが大切.

全体運 体調を崩しやすしⅦ寺期。気をつけて。
☆エコパック ☆ 3月 25日



¨ 床擦れ対策・・ 000000000

初期は圧迫部分が赤くなる。

傷がつくなどで、爛れたようになる (靡lla)。

感染が力0わると化膿して、膿みが出る。

壊死すると、黒く変色する。

床擦れは骨が出つ張つているところに
出来やすく、腰や肩などだけでなく、
かかとや耳など、どんな小さな箇所に
も出来ます。

姿勢に

合わせていろいろに組み合わ
せて使う三角形のクッション

膝と議との

■■台う部分

手の甲

i雲 骨のあたり

低めの枕を使い、肩や腰、膝の下にクッシヨンなどを当てる。

ナーセントパツドや送風エアマットなど、床擦れ防止用品を使う。

皮膚と皮膚が擦れ合わないように配慮する。

2時間に 1回くらい体位を変える。

移動や体位を変えるときなどは、体を引きずらない。

入浴や清拭で体を清潔にする。

入浴や清拭の後は□―シヨンや乳液などで保湿と油分を補給する。

ふとんやシーツはよく太陽に当てて干し、湿気を除く。

栄養バランスを考え、特に蛋白質やビタミンを充分に摂る。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
寝
た
ま
ま
で
い
る
と
、
体
の
下
側

に
な
る
部
分

↑
王
に
骨
が
出
っ
張
っ
て
い
て
寝
具
な
ど
と

接
触
す
る
た
め
体
重
の
か
か
り
や
す
い
、
脂
肪
の
少
な
い

vol.12

部
分
）
の
皮
膚
組
織
が
圧
迫
さ
れ
て
血
行
が
悪
く
な
り
、

周
辺
組
織
が
壊
死
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
床
擦
れ
で
、
褥
盾

（褥
創
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

と

こ

ず

床
擦
れ
の
予
防

床
擦
れ
は
出
来
て
し
ま
う
と
直
り
に
く
い
た
め
、
ま
す

入
念
な
予
防
対
策
を
行
な
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

一
■
●
一
―
■
一
●

〓́

　

Ｆ
Ｌ
■
Ｌ
●
■
　
一●
●
●
―‐

●
「
■

一
■
●

一
■
１
■

，
■
●
　
一Ｌ
が
第

一
で
す
が
、

常
に
■

・
●
一　
―‐．Ｌ
●
■
●
一
一　
¨
　

一■
●
■
■
■

一
■

●
　
　
一十
一
　
　
　
一●
も
心
掛
け
て
下
さ
い
。

床
擦
れ
が
出
来
て
し
ま
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
の

う
ち
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。
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おうちで

ベッドから降りて
～さあ、外出しよう

【ベッドから降りて、立ち上がる】

ベッドから外出ヘ

1)ベ ッドの上で手足を動かす
2)ベッドの上に座る
3)起き上がつてベッドに腰掛ける
4)ベッドから降りて、立ち上がる
5)歩く練習をする
6)さ あ、外出しよう

起き上がってベッドの端に腰掛けられるようになつたら、

腰掛けた姿勢でお辞儀したり、体を左右に傾けてバランスを

とる練習をしましょう。

次は、腰掛けた姿勢から立ち上がる練習です。できるだけ

自力で立ち上がることが重要です。しかし足の力が弱くなつ

ていると立ち上がることはなかなか難しく、姿勢が不安定に

なつて転びやすくなりますので、充分な配慮が必要です。

立ち上がるときだけ介助してもらえば、あとは自分ひとり

で立つていられる場合が多いものです。

① ベッドの端に腰掛けてバーに掴まり、腰を前にずらして

足を引く。

② 上体を深く曲げ、真下の床を見ながらバーを下方へ押す

ようにして腰を浮かせる。そして、そのまま上体を起こして

立ち上がる。

しまυび省ア機「 8醤ぁ攘[瀑3意Ri言 |:華班羅3,ス翫

者が被介助者を後ろから支え、立ち上がるときに帯を持つて

介助するといいでしよう。

手すりなどを使つてでも、自分で歩いて食堂やトイレまで

イ子けると思うと、行動意欲が湧いて来るものです。

立ち上がれるようになつたら、今度は自分で掴まり立ちを

する練習をしましよう。柱や手すりに寄りかからず、自分の

体重は自分の両足で支えることが大切です。

掴まり立ちの次は手を放して立つている練習を、両手を放

E3ま :[T『繕足這ξξ彗督県』:[曇忌そ]「

とる練習

そして、手すりを使つて歩く練習に移りましよう。麻痺が

ある場合は、麻痺のない方の手で手すりに掴まつて下さい。

手すりに寄りかかつたり、引つ張つたりしないように注意が

必要です。次に歩行器や杖を使つて歩く練習をしましよう。

まず平らな場所で、慣れて来たら階段や坂道で、歩く練習を

しましよう。原貝」として介助者は階段や坂道の下側から介助

して下さい。

さあ外出する日を目指して、一歩一歩、確実に歩く練習を

続けましよう。行きたい場所ややりたいことなど、具体的な

目標を持つと励みになります。

①

■
■

■
■

イラスト1松平 あすか
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ホ
ワ
イ
ト

〓
レ
ク

様
状
ま
た
は
全
体
に
現
れ
る
も
の
で
す
。

∩
Ｖ
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
の
方
法

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

（ブ
リ
ー
チ
ン
グ
）

と
は
薬
剤
を
使
っ
て
歯
を
自
く
す
る
方
法

で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
と
い
う
と
知
覚

過
倣
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
痛
い
と
問
い

た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

も
と
も
と
歯
の
色
は
、
個
人
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
そ
し
て
元
来
の
個
人
の
歯
の

色
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
加
わ
っ
て
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
食
生
活
や
生
活
習
慣

に
よ
る
色
素
沈
着
は
、
お
茶
や
コ
ー
ビ
ー
、

紅
茶
、
ワ
イ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ

ン
、
ポ
リ
フ
エ
ノ
ー
ル
、
た
ば
こ
の
ヤ
ニ

の
エ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
な
ど
が
歯
の
表
面

に
付
着
し
、
主
に
茶
色
や
黒

っ
ば
い
色
素

沈
着
と
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
は
、

歯
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る
の
で
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ
て
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

除
去
は
可
能
で
す
。

他
に
は
内
因
性
の
着
色
　
変
色
が
あ

り
、
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
な
ど
の
抗
生
物

質
に
よ
る
色
素
沈
着
、
歯
の
神
経
を
取

っ

た
後
の
変
色
、
斑
状
歯
に
よ
る
変
色
、
歯

の
内
側
に
あ
る
象
牙
質
の
色
な
ど
に
よ

る
、
歯
の
質
そ
の
も
の
に
灰
色
や
黄
色
、

茶
色
な
ど
の
着
色
が
、
縞
模
様
状
、
斑
模

ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
剤
を
塗
り
、
事
用
の
ラ

イ
ト
を
当
て
て
行
な

い
ま
す
。
１
回
の
治

療
時
間
は
１
時
間
程
度
で
、
同
時
に
数
本

の
歯
の
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
が
で
き
、
当
日

か
ら
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
費
用
は
、

自
く
し
た

い
歯

の
本
数
や
、
自
さ
の
程
度

に
よ

っ
て
も
か
わ
り
ま
す
が
、
ト
ー
タ
ル

５
～
１０
万
円
位
、
数
回
の
治
療
で
１
ク
ー

ル
が
終
り
ま
す
。
た
だ
し
デ
メ
リ

ッ
ト
と

し
て
歯
の
色

の
色
戻
り
が
比
較
的
早

い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
ホ
ワ
イ

ト

ニ
ン
グ
の
後
、
ホ
ー
ム
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン

グ
を
行
な
う
こ
と
で
よ
り
安
定
し
た
美
し

く
白

い
歯
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。家

庭

で
の
ホ
ー
ム
ホ

ワ
イ
ト

ニ
ン
グ

ん
が
、
現
在

で
は
そ
う

し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

の
歯
科
医
院

で
対
応
出

来

る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
ホ

ワ
イ
ト

ニ
ン
グ

の
方
法
と
し
て
は
歯
科

医
院
で
行
な
う
オ
フ
ィ

ス
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
と

家
庭
で
行
な
う
ホ
ー
ム

ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
と
が

あ
り
ま
す
。

歯
科
医
院

で
は
歯

に

き
れ
い
な
歯
並
び
や
自
い
歯
は
若
々
し
さ
や
自
信
を
も
た
ら
し
、
実
顔
を
ま
ぶ

し
く
引
き
立
て
て
く
れ
る
た
め
、
憧
れ
は
あ
る
け
れ
ど
何
と
な
く
ハ
ー
ド
ル
が
高
　
　
　
１２

い
と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
し
た
審
美
歯
科
は
以
前
と
比
べ
て
だ
い
ぶ
気

軽
に
受
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
お
日
の
周
り
を
気
に
か
け
る
こ
と
は
、
虫

歯
や
歯
周
病
な
ど
の
口
腔
内
の
病
気
に
気
付
く
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
す
。
今
回

は
、
歯
科
医
院
で
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
の
多
く
な
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
に
つ
い

て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

(p71フィスホヮィトニング

特徴 O歯科医院で行なう。
O主に過酸化水素を使う。
O漂白剤を歯の面に塗つた後、光やレーザー

を照射して漂白剤の活性化を障 。
O劇薬なので日、粘膜、皮膚に触らないように
注意する。

術式 1、 歯の面を清掃する。ばリッシン〃ラシや″た使
"2、 歯肉に薬品が触れないようジェル等を使つ

て保護する。
3、 漂白剤を歯の面に塗る。
4、 光やレーザーを照射する。
5、漂白剤を取り除き、よく水洗いする。
6、歯面を磨tてフッ素を塗る。

(2～ 3口 1回 l時間程度)

希望する程度の効果が出たら終了

歯問を保護するジェルを塗る

施術部以外は薬剤が付かない
ようにラバーダムというシート
で覆う。

数分間放置して薬剤の色が変化したら除去する。
ホワイトニングのステップは2～3回繰り返した後
水でよく洗浄し、洗い落としてから研磨する。

薬剤を筆で塗る

0 ', ●, ', ^0 ,0 ,



は
、
歯
に
薬
制
を
浸
み
込
ま
せ
る
た
め
の

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
と
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
キ

ツ

ト
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
医
院

で
自
分

の
歯
の
形
に
あ

っ
た
ト
レ
ー
を
作

製
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン

グ
剤
を
注
人
し
、
通
常
毎
日
１
，
２
時
間

日
の
中
に
入
れ
て
お
き
ま
す
．
か
か
る
費

用
は
２
，
５
万
円
程
度
で
、
必
要
な
期
間

は
２
週
間
程
度
で
す
。
こ
の
間
は
、
色

の

濃

い
食
品
は
控
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
過
度
に
行
な
う
等

の
誤
使
用
や
誤

飲
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
方
法
も
歯
が
自
く
な
る
程
度

に
は
個
人
井
が
あ
り
ま
す
が
、
歯
の
カ
ラ

ー
ガ
イ
ド

で
施
術

ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
が
で
き
な

い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
を
し
て

も
、
半
年
か
ら
１
年
で
あ
る
程
度

の
色
戻

り
や
、
ホ
ワ
イ
ト

エ
ン
グ
後

の
食
習
慣
に

よ
る
着
色
、
加
齢
に
よ
る
よ
ば
み
と

い
っ

た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
　

定

の
白
さ
を
保

つ
た
め
に
は
再
度

の
施
術
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　̈
・
ホ

ワ

イ
ト

ニ
ン
グ

の
効

果

あ
く
ま
で
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
の
効
果
は

個
人
差
が
あ
り
、
効
果
の
限
界
や
効
果
の

予
測
も
難
し
い
も
の
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ニ

ン
グ
を
希
望
す
る
場
合
は
、
歯
科
医
院
で

十
分
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
、
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
な
ど
に
分
に
納
得
し

た
う
え
で
自
分
に
適
し
た
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン

グ
の
方
法
を
選
ぶ
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ま
た
そ
の
際
は

「
ど
の
よ
う
な
白
さ
」

を
求
め
て
い
る
の
か
を
歯
科
衛
生
十
に
伝

え
ら
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
ホ
ワ

イ
ト

ニ
ン
グ
材
は
大
然
歯
だ
け
に
効
果
を

発
揮
す
る
た
め
人
工
修
復
物
な
ど
の
詰
め

物
の
色
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
補
填
物

の
色

調
を
合
わ
せ
る
た
め
に
は
再
治
療
が
必
要

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

な
お
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
の
方
法
は
様
々

で
す
の
で
紹
介
し
た
も
の
は
　
例
で
す
。

一Ш
後

の

囚̈
の
色
を

確
か
め
な
が
ら
自

分

の
日
標
と
す

る

自

に
近
づ
け
て

い

き

ま

す

。

ま

た

、

薬
刹
を
直
接
歯
に

作
用
さ
せ
る
の
で
、

歯

に
ひ
び
が
入

つ

て

い
た
り
虫
歯

や

歯
用
病

が
進
ん
で

い
る
場
合

や
、
元

の
歯

の
変
色

が
非

常

に
強

い
場
合
は

ホームホワイトニング

特徴 0自宅で行なう。
●主に過酸化尿素を使う。
0カスタムトレーを作製し、適量の漂白剤(ジェル)を入れて

数時間装着。
0皮膚や粘膜への束J激は弱い。

術式 11、 歯科医院で歯型をとつてカスタムトレーを作製してもらう。
1-2、 歯の面をきれいに清掃してもらい、正しい使用法を教えてもらう。
2、 自宅でカスタムドレーに適量の薬液を入れ、毎日決められた時間

を守つてトレーを装着する。(1～ 20寺 間/2週間程度 )

31、 歯科医院で効果を確認
32、 歯を磨いてフツ素をさる

効果が出たら終了

歯型をとる

石青模型を使つてカスタムトレーを作製する

″
~

.手

ジェルを注入したカスタムトレーを

歯にはめ込んで液を浸透させる

カスタムトレーにジェルを注入

(I・
=ヽ' ■  7

その他の歯を自くする方法

●ウォーキンクフリーチ

歯の利l経を収る治療をした歯は、変色します。

その場合、歯質が多 く残っている場合は歯の内

部にホワイ トニング刑を入れ、変色を禾Πらげま

す。
|―

仮にフタをするIII

内川
`か

ら漂r山
町

“

― の詰め物

●ホームケア

家庭での毎 日の歯磨 きの際、少十の歯磨斉Jを

用いることで、その成分の研磨 /1、 清掃斉Jで あ

るli度の着色を防止できます。

●歯科医院での清掃

歯科医 l・tで の歯Tl衛 生」1に よる■月|の 器具を

用いた清掃は、家庭での清llで は取 りきれない

歯石や歯の くすみ、歯口]の 着色を除去 し 本来

の自分の歯の色を保つことができます。 1¬ 腔内

の健康を保つためにも 1～ 6ヶ 月に一度は歯科

医院でメインテナンスを受けるとよいでしょう。

『靭嘔ИY駒瞳搬』嘔:G鍛 0=日
=歳

 f判畠1判J判 =日=輩
 『望童当』当=図―義 :最 【
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平成 25年度中部地区消防総合訓練に

当院 DMAT ttniil参加

化学物質除染

2月 14日 (金)読谷村文化センター及び読谷村役場にて中

部地区消防総合訓練が行われ、医療部門において当院から

DMAT隊が参力0し ました。

今回の訓練は、消防組織法 39条 「沖縄県消防相互応援協定J

の特別応援に基づいた訓練で、施設内に爆破予告後、センター

内に有毒ガスを散布され、隣接する建物が爆破倒壊し、多数の

傷病者が発生したというテロの想定で行いました。単独消防に

よる災害対応が困難と認め、広域的な消防機関及び医療機関の

協力が必要と判断される大規模災害に対し、各関係機関と合同

訓練を行う事により、災害発生時における指揮の統制、各種運

用体制を確立し迅速的確に災害へ対応することで、被害の軽減

を図るとともに地域住民に対し、広く防災思想の意識高揚を図

ることを目的とした割1練でした。

DMATは、医師、看護師、業務調整員 (医 師 看護師以外

の医療職及び事務職員)で構成され、大規模災害や多傷病者が

発生した事故などの現場に、急性期 (お おむね 480寺間以内)

に活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受けた医療チー

ムです。このような様々な想定の訓練に医療PI関も参力0し 、各

関係機関と合同訓練を行う事で連携がスムーズとなり、災害時

には迅速な対応が可能となります。DMATは「救える命を救

うためにJを 目指して、これからもこのような訓練に積極的に

参力0し、災害時に対応できるよう頑張つていきます。

活動本部

化学物質除染 l●護所へ搬送

閉会式 トリアージ後

資料提供 :ιo FMよ みたん



書3署紹介コー十一

【IC∪】

当院、集中治療室 OCU)では、すべての診療科を

受け入れており、平成 24年度においては、970名
の方が入院されました。

集中治療室看護師には 4名の呼吸療法認定士

がおり、専門的な技術、知識を持って看護を提供し

ていま魂

救急を断らず 24時間体制で誰でも最善の医療

が受けられるよう、副院長の宮城和史先生 |ぷ臓血

管外科)を リーダーに、医師や看護師、コメディカ

ルが最強の力を出し、スタッフー同ひとつになつて

生命 (いのち)を守るために日々頑張つております。

■
=ご

¬■■

ー

●:

おきな―わマラソン大会に救護班として参加

2月 16日 (日 )に中部地区で第 22回おきなわマラソンが行

われました。

大会当日は天候に恵まれ快晴で気温は 18度 とマラソン日和、

競技はフルマラソンと 10kmコ ースが行われ、フルマラソンでは

8363人が完走 し完走率は 7384%、 10kmコ ースは 2786人が

完走しました。

当院は救護班として毎年参加しており、今大会は医師 4名、看

護師8名、搬送係り2名が救護班にあたりました。競技場内で脱水

胸部違和感 気分不良で 32人を救護処置しましたが大きな事故

等もなく無事に終えることができました。

これからも当院では地域での健康増進やスポーツに貢献できる

よう参加協力して行きたいと思います。

ヽ

ｐ
●

ｒ
ヽ
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4火       ,
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6木       椒
7・       奇
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10月          ,
11火

12水

13木

14金

赤

ロ
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先
魚
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仏
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17月

入

安

赤
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18火

19水

先
曖

友
＝

一■
魚20木
仏

武

人

安

赤
||

頭から読んでも終わりから読んでも同じ音節になる文章を「回文Jと
いいます。ここでは読みではなく頭から見ても終わりから見ても同じ
並びになる漢字回文で頭のストレッチをしてみましょう。

|■ [□ 曜 EXI狙■〒 I日 を
日曜日 想::錯弥

掃3霊

21弁
`,υ

)|

221
23
24月

25火

26水

27本

28金
人

安

29「

昴 ||

C1000

先
負

一仏
波

先
”

31月

【ヒント1 へ′しメットに盾を持った人たちつマ?

.:斃珊不 □EDI隊入隊回□ 答
え
は
１３
ベ
ー
ジ
の
下

一

麒 個¶駒唱
◆◆◆ アサリの砂抜き◆◆◆

春は潮干狩りの季節ですね。

でもアサリは砂を持つていて、

食べたときにジヤリジャリする

ことがありますので、調理する

前には砂抜きが必要です。

まずアサリを真水で洗い、底

が平らな旅に重ならなしヽように

並べます。その徳を鍋やバット

(調理用の四角い容器)などに

入llて殻が全部浸かつてしまわ

ない程度に水を入llます。旅を

使うのは、折角吐いたI1/をアサ

リが再び吸つてしまわないよう

にするためで、網付きバットが

あればそれを使うと便利です。

砂抜きをするには棲患環境に

近しヽ状態にして、アサリの活性

化を促すことがポイントです。

水 1リ ットルに大さじ2杯ほど

の塩を加え、海水と同じ35%

程度の塩水にします。八マグリ

も同様ですが 汽水に住むシジ

ミは 05～ 1%の塩水にします。

水温は15～20℃ に保ち、覆い

をして暗くした状態で、 3～ 4

時間以上そのまま置きます。

なお活性が高くなると、アサ

リは細胞の内と外との浸透圧を

調整するためにアミノ酸としヽう

うまみ成分を生成します。

さらに、ブ ドウ糖を加えると

別のうまみ成分であるコ八ク酸

が増すため、うまみ成分の相乗

効果によつていつそう美味しく

なります。たとえば蜂蜜はブド

ウ糖を多く含んでいますので、

砂抜きの塩水の中に蜂蜜を ]滴

■
Nこ入る同じ漢割まなんでしょジ

日 車 日
颯

|● 団こ入る同じ漢剌 まなんでしょジ
ロ 噌 □ 第 畢

ラーメンを連犯じマ
みマ下さしヽ

1'成 26イ13,11 発行 将集 制作 :●メディクプレス社  ´紙イラスト:い しばしひろやす :J)の

“
"i嶽

成を榮します。


